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図７ 入札辞退範囲 (ケースB) 
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図８ 入札辞退範囲 (ケースC) 

 
６．まとめ 
 本報では，生産性向上が急がれているサービス業務を

取り上げ，サービス業務を効率化するためのスケジュー

リング問題について検討した．すなわち，サービス業務

の特性を考えたモデルを示し，限られた資源を効果的に

サービス業務に投入する動的スケジューリング手法を検

討した．さらに，サービス業務のスケジューリング問題

の例としてプロジェクト見積業務を取り上げ，一般モデ

ルとして示したサービス業務のモデルを見積業務に適用

し，動的スケジューリング手法とその有効性について考

察した． 
今後の課題として，例として示したプロジェクト見積

業務を含め，事例の蓄積によるモデルの検証と改良があ

げられる．サービス業務には，プロジェクト見積業務と

同様に，納期の設定はあるが成果物の最終の姿が一様で

なく，資源量と時間をかけることでより多くの成果が期

待出来る問題がさまざまな分野に存在する．たとえば，

営業活動，メンテナンス，トレーニング，ソフトウェア

テストなどは，期待される成果が投入する資源量と時間

に依存する．これらの問題は，これまで管理技術の分野

において中心的な研究対象とはなっていなかったが，サ

ービス業務の生産性向上の観点から，今後，新たな管理

技術としての研究の可能性を検討する必要がある． 
 

謝辞 

本報をまとめるにあたり，東京工業大学名誉教授 村木

正昭先生，専修大学 高野祐一先生から有益な助言をいた

だきました．ここに感謝をいたします． 
 

参考文献 

(1) 田中克己，石井 信明，”スケジューリングとシミュレーショ

ン”，(1995), コロナ社． 

(2) 日本プロジェクトマネジメント協会，”改訂 3 版 P2M プログ

ラム&プロジェクトマネジメント標準ガイドブック”，(2014), 日

本能率協会マネジメントセンター． 

(3) Turner, J. R., Handbook of project-based management, (2014), 

McGraw-Hill. 

(4) 石井信明，高野祐一，村木正昭，”プロジェクト見積業務の動

的スケジューリング問題”, スケジューリング・シンポジウム2015

講演論文集，(2015), pp. 119-124. 

(5) Ishii, N., Takano, Y., and Muraki, M., “A dynamic scheduling 

problem in cost estimation process of EPC projects,'' Proceedings of the 

6th International Conference on Simulation and Modeling 

Methodologies, Technologies and Applications, (2016), pp. 187-194, 

Lisbon, Portugal. 

(6) The Association for the Advancement of Cost Engineering, “Cost 

estimate classification system – As applied in Engineering, Procurement, 

and Construction for the process industries,” AACE International 

Recommended Practice No. 18R-97, (2011) 

(7) Ishii, N., Takano, Y., and Muraki, M., “A revised algorithm for 

competitive bidding price decision under limited engineering Man-Hours 

in EPC projects,” Oukan, Journal of Transdisciplinary Federation of 

Science and Technology, (2016), 10-1, pp. 47-56. 

(8) Ishii, N., Takano, Y., and Muraki, M., ”A Heuristic bidding price 

decision algorithm based on cost estimation accuracy under limited 

engineering man-hours in EPC projects,” Simulation and Modeling 

Methodologies, Technologies and Applications Advances in Intelligent 

Systems and Computing, (2015), 319, pp.101-118. 

(9) 森戸 晋，相沢りえ子，貝原俊也，“Visual SLAM によるシス

テムシミレーション”，(2001), 構造計画研究所． 

(10) Nelson, B. L., Swann, J., Goldsman, D., and Song, W., ”Simple 

procedures for selecting the best simulated system when the number of 

alternatives is large, ” Operations Research, 49-6 (2001), pp. 950–963． 

Generalized Pickup and Delivery Traveling Salesman 
Problems and Their Applications

15

神奈川大工学研究所　所報第39号.indd   15 2016/12/20   10:01:50



16 神奈川大学工学研究所所報　第 39 号

神奈川大工学研究所　所報第39号.indd   16 2016/12/20   10:01:51



17一般化集荷配送巡回セールスマン問題とその応用

神奈川大工学研究所　所報第39号.indd   17 2016/12/20   10:01:52



18 神奈川大学工学研究所所報　第 39 号

神奈川大工学研究所　所報第39号.indd   18 2016/12/20   10:01:59



19一般化集荷配送巡回セールスマン問題とその応用

神奈川大工学研究所　所報第39号.indd   19 2016/12/20   10:02:05



20 神奈川大学工学研究所所報　第 39 号

神奈川大工学研究所　所報第39号.indd   20 2016/12/20   10:02:06



21一般化集荷配送巡回セールスマン問題とその応用

神奈川大工学研究所　所報第39号.indd   21 2016/12/20   10:02:06




